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   〇日 時 令和７年２月12日（水） 

15時から17時まで 

 

   〇場 所 教育長室 

  

 

   〇出席者 

 

     教育長         中 野 健 作 

教育長職務代理者    早 川 雅 子 

     教育委員        遠 矢 達 一 

     教育委員        浜 田 幸 史 

     教育委員        四郎園 佳 恵 

 

 

   〇関係者 

 

     教育次長        川 越  太 

     教育総務課長      隈 元 成 人 

     学校教育課長      新 屋 公 彦 

     生涯学習課長      宇 井 知 隆 

     教育総務課課長補佐   原 田 竜 哉 

教育総務課総務係長   東 倉  晃 
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〇議事日程 

    

１ 開会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

４ 議事 

(1) 議案第16号 令和７年度鹿屋市一般会計当初予算について 

 

５ 報告  

(1) 国立台北教育大学教育実習について 

  

(2) 鹿屋看護専門学校入学試験（B日程）結果について 

 

(3) 鹿屋女子高等学校第67回卒業式の実施及び卒業生の進路状況について 

 

(4) 第43回鹿屋市美術展について 

 

(5) 令和６年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰被表彰団体の決定について 

 

６ 動議の討論等 

 

７ その他 

(1) お知らせ 

① 鹿屋市寺子屋シンポジウムについて 

 

８ 閉会 
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〇議決事項 

議案番号 件  名 審議の状況 採決次第 

議案第16号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度鹿屋市一般会計当初予算につい

て 

特記事項なし 

 

 

 

 

  

原案可決 
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〇議事要旨  

１ 開  会 

教育長 皆さんこんにちは。 

思った以上に厳しい寒さが続き、本日は雨で不安定な天気が続いて

いる。 

今年度は残り２か月程になるが、学校活動は実質１か月となる。２月

10日に学校教育の実践発表会を実施した。今年度を締めくくる大きな

行事の一つであった。各学校の発表を聞き、頑張って活動していると感

じた。やはり知ることは良い事で、全体に広がればと思った。また、よ

り多くの方に見ていただく点が今後の課題となった。 

今月の15日で早川委員が２期８年間を務められた教育委員の満期を

迎える。本日が最後の定例教育委員会の出席となる。 

本日も宜しくお願いしたい。 

２ 前回の議事録の承認 

 

教育長 

 

異議なく承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

浜田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月末に開催された「県中学新人バレーボール大会」に関わった。男

女各４チームが決勝戦に進出する。男子トイレでトイレのスリッパを

手で並べている生徒がおり、花岡中学校の生徒であった。感心して「こ

ういう場面で行動できる人達がいるチームは皆から応援され、優勝す

るよ」と生徒に伝えた。結果は、ダントツの優勝であった。３月に鹿児

島・宮崎対抗戦と九州大会に出場する。小規模校であったことも誇らし

く感じた。 

また、鹿屋体育大学の学生で、県外出身者であるが、鹿屋で様々な方

にお世話になり、親切にしていただいたことから、鹿屋で講師をしたい

と申し出があり、嬉しく感じた。 

４  議事 

 

 

教育総務課長 

 

早川委員 

 

 

教育総務課長 

(1) 議案第16号 令和７年度鹿屋市一般会計当初予算について 

 

資料に基づき説明 

 

短大連携によるアカデミックインターンシップとあるが、鹿児島純

心女子短期大学についてはどうなのか。 

 

報道等にあった通り来年以降の生徒募集の停止とあるが、協定を結
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教育長 

 

 

 

早川委員 

 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

早川委員 

 

教育次長 

 

教育総務課長 

 

 

教育長 

 

 

 

早川委員 

 

 

教育総務課長 

 

 

遠矢委員 

 

 

教育総務課長 

 

 

教育次長 

 

んでおり、連携は継続中である。アカデミーインターシップは、鹿屋女

子高の生徒が短期大学へ行き、実際の授業を受けるものであり、継続す

る予定である。 

 

これだけ歳出が増えるのであれば、歳入が全体的に増えるか教育委

員会の枠が増えない限り難しいのではないと思う。現実的にはどれく

らいで収まりそうなのか。 

 

財政当局の査定を受けた結果であり、この後議会に提出する。 

 

まだ議会を通っていない段階なので、市役所内の財政当局と折衝し

た結果であるということである。 

 

教育委員会の予算枠は増えているということか。 

 

 教育委員会のみではなく全体的に増えている。 

 

教育委員会の一般会計における教育費の構成比率が、鹿屋市は11％

から12％である。他の自治体と比較すると率は高い状況となっている。 

 

老朽化などに伴う工事・修繕費の支出も多い。しかし、市町村の予算

の中で11％から12％の予算が組まれているということは、教育を大事

にしている街だという実感がある。 

 

大規模改造の比重が大きいということだが、建築材料費の高騰も原

因の一つなのか。 

 

材料費については、ここ３、４年で年間２％程ずつ上がっていること

から、影響があることは事実である。 

 

学校施設長寿命化計画の中間見直しであるが、見積を取るのにこれ

ぐらいの予算がかかるのか。 

 

最近では、バリアフリーの義務化に伴う調査などの経費を含めた計

画の見直しに係る予算となる。 

 

現在の計画は、10年間で約100億円の試算をしている。見直し調査等

を行い、予算の平準化も考えている。 
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教育長 

 

 

 

 

 

遠矢委員 

 

 

教育次長 

 

 

四郎園委員 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

法令の変更や国が進める施策に対応しているが、10年という長い期

間であり、見直しをするタイミングが必要である。今回は反映されてい

ないが、国から避難所指定されている小学校の体育館には空調をつけ

ることとの通達があった。このように国の方針や法令の変更がある度

に見直しをし、物価高騰の対応も考えて進めている。 

 

女子高に太陽光発電設備を付ければ、電気代は安くなるのか。売電も

するのか。 

 

発電した分を女子高で使うので、電気料金は安くなっている。売電は

していない。 

 

太陽光発電について、その事を女子高の生徒に伝えていると聞いた。

自分達の学校の事をしっかりと理解している点が良いと感じた。 

 

原案可決とすることに異議はないか。 

 

（異議なしとの発言） 

 

異議がないので、議案第16号は、原案可決とする。 

 

５ 報告 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

生涯学習課長 

(1) 国立台北教育大学教育実習について  

 

資料に基づき説明 

 

(2) 鹿屋看護専門学校入学試験（B日程）結果について 

 

 資料に基づき説明 

 

(3) 鹿屋女子高等学校第67回卒業式の実施及び卒業生の進路状況につ

いて 

 

 資料に基づき説明 

 

(4) 第43回鹿屋市美術展について 

 

 資料に基づき説明 
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早川委員 

 

生涯学習課長 

 

 

 

生涯学習課長 

 それぞれの賞は、誰が決めているのか。 

 

審査委員長と、その他の審査員５名が審査し決定している。 

 

(5) 令和６年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰被表彰団体の決定について 

 

 資料に基づき説明 

６ 動議の討論 

 

教育長 

  

発言がないので、動議はないものとする。 

７ その他 

 

生涯学習課長 

 

四郎園委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

教育長 

 

 

早川委員 

 

教育長 

(1) お知らせ 

① 鹿屋市寺子屋シンポジウムについて 

 

 小・中学校からメールで開催のお知らせが届き、興味があり聞きに行

きたいが、平日での参加が難しい。土日や、平日17時以降に開催すると、

関わる職員や教職員に影響があり、働き方改革を考えると事情は理解

できる。しかし、保護者にあたる年代が、そこに時間を割けるかは疑問

である。開催後にアーカイブにすると、当日足を運ぶ人が少なくなると

思う。また、後から見ようと思っていても、そのまま見ない人もいると

思う。その辺の加減がすごく難しいとは思うが、何かもう少し工夫でき

ないかと感じる。 

 

 効果的な案を考えたいと思う。 

 

 良い取組をより多くの方に参加していただくために、改善して進め

なければならない。 

 

「早川委員任期満了に伴うあいさつ」 

 

次回の定例教育委員会は、令和７年３月21日（金）15時00分から教育

長室で行う。 

８ 閉会 

 

教育長 

 

以上をもって２月定例教育委員会を閉会する。 

以上 

 


